【 「電子商取引 新訂版」 シラバス ～ The syllabus for students ～ 】
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	『商業359　電子商取引　新訂版』
（東京法令出版）


１ 科目のねらい
◆なぜ「電子商取引」を学ぶのか
経済のサービス化やグローバル化，またＩＣＴの急速な進展の中で，情報通信ネットワークを活用したビジネスが広がりを見せている。そのため，主にインターネットを活用したビジネスにおいて，情報通信技術を応用することで様々な課題に適切に対処できる能力と態度を身に付ける必要がある。
◆どのような内容を学ぶのか
情報通信技術の進歩とビジネスについて学び，電子商取引におけるコンテンツの制作，ウェブデザインと広告・広報およびその公開などについて学ぶ。また，電子商取引にかかわる関係法規や情報モラルについても学ぶ。
◆達成すべき目標は何か
①　情報通信ネットワークを活用した商取引や広告・広報に関する知識と技術を習得する。
②　情報通信ネットワークを活用することの意義や課題について理解する。
③　情報通信技術を電子商取引に応用する能力と態度を養う。
④　電子商取引にかかわる実践的な学習を通して思考力・判断力・表現力等を養う。
⑤　課題制作の発表を通してビジネスマナーやプレゼンテーション力など，ビジネスの諸活動に
必要な資質を養う。
２ 授業内容・スケジュールの概要　　　〈 教科書『電子商取引 新訂版』東京法令出版 〉
	４月
	
	第1章　情報通信技術の進歩とビジネス
　第1節　ビジネスの変化
　第2節　情報通信ネットワークの活用と課題

	５月
	中間考査
（実習）
	第2章　コンテンツの制作
　第1節　コンテンツのディジタル化とファイルの形式
　第2節　コンテンツの準備

	６月
	
	　　〃
　第3節　情報の統合

	７月
	期末考査
	　　〃

	９月
	（実習）
	第3章　ウェブデザインと広告・広報
　第1節　ウェブページ制作の手順
　第2節　デザインの基礎
　第3節　ウェブページ制作の基礎

	10月
	中間考査
	　第4節　ウェブページ制作の応用①

	11月
	（実習）
	　第5節　ウェブページ制作の応用②
　第6節　ウェブページ制作の応用③
第4章　ウェブページの公開
　第1節　ネットワーク機器の種類と機能
　第2節　ハードウェアとソフトウェアの導入

	12月
	期末考査
（実習）
	　　〃
　第3節　ウェブページの公開

	１月
	
	第5章　電子商取引とビジネス
　第1節　電子商取引のしくみ
　第2節　企業間取引と企業・消費者間取引

	２月
	
	　　〃
　第3節　電子決済のしくみと方法
　第4節　電子商取引システムの作成

	３月
	学年末考査
	　　〃


３ 勉強方法・留意点
◆授業の受け方
①　授業内容が専門的になるため，教科書を積極的に活用するよう心がけること。
②　配布されたプリントなどは，きれいに整理して保管しておくこと。
③　パソコン室では，使用上の注意を守り，整理整頓を心がけること。
④　パソコンを目的に合わせて適切に活用する能力を養うため，積極的に実習に取り組むこと。
⑤　授業では積極的に質問などを行い，わからないことはその場で解決すること。
◆家庭での学習方法
①　授業での学習効果をあげるため，授業の前にあらかじめ教科書を読んでおくこと。
②　日常生活において，学習した内容を意識しながらパソコンやスマートフォン・携帯電話などを使用したり，確認したり，使ってみたりすること。
③　電子商取引だけでなく，コンピュータ関連の報道にも興味・関心を持ち，新聞，放送，インターネットなどより最新の情報収集を行うこと。
◆定期考査
定期考査は年５回実施する。授業で学習したことはその日のうちにしっかり理解していくことが大切である。考査範囲は，その都度，前もって公表する。
◆実習
パソコン室での使用上の注意を守り，パソコンを利用すること。
実習では，基礎基本はもちろんのこと，情報通信技術を活用できるよう積極的に取り組むこと。
また，課題制作の発表を通してビジネスマナーをはじめ，コミュニケーション力やプレゼンテーション力を身に付けるようにすること。
実習課題等の提出物は，指示された手順を守り提出期限を守ること。
◆検定試験
ウェブデザインに関する検定には，インターネットスキル認定普及協会主催「ウェブデザイン技能検定」をはじめいくつかある。検定合格には，授業に限らず毎日の学習の積み重ねが必要となる。また，検定のための補習も行うので積極的に参加すること。
４ 成績評価の仕方
成績は，定期考査・課題の提出・成果の発表，および学習態度や取り組みなどから総合的に評価する。成績不振の場合は，単位未修得ということもある。
５ 教科書・参考図書等
◆使用教科書
・『商業359　電子商取引　新訂版』　東京法令出版
◆参考図書
・グラフィックデザイン関係，Ｗｅｂデザイン関係の書籍
・ＨＴＭＬ関係，ＣＳＳ関係，ＪａｖａＳｃｒｉｐｔ関係，ＣＧＩ関係の書籍など
